
1977年以前出上の木簡(三)

奈
良
・薬
師
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
奈
良
市
西
の
京
町
宇
東
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四

（昭
３９
）
年

一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
粧
本
亀
次
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ぞ
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
調
査
は
薬
師
寺
境
内
、
字
東
堂
で
宝
蔵
殿
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
行
わ

れ
た
。
調
査
面
積
は
、
約
四
〇
〇
ｍ２
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建

物
、
井
戸
一
基
、
土
城
数
ケ
所
で
、
い
ず
れ
も
一
三
を
四
世
紀
の
も
の
と
思

わ
れ
る
。
抹
簡
は
発
掘
区
中
央
付
近
で
検
出
し
た
土
城
か
ら

一
点
出
土
し
て
い

る
。
同
土
嫉
の
埋
土
は
上
下
三
層
に
わ
か
れ
る
が
、
木
簡
は
下
層
か
ら
木
片
、

瓦
器
等
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

［□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
じ
×
（ｅ
×
］
ｏ驚

墨
痕
は
痛
の
み
し
か
の
こ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
痛
も
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

條
鵬
躙
短
嗽
『薬
師
寺
発
掘
調
査
報
告
』
　

　

　

一
九
八

一
年
予
定

（鬼
頭
清
明
）

金
堂

の
仏
前

に
木
簡
あ
，

奈
良

一
平
安
時
代
に
木
衛
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
文
献
史
料
に

も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
江
親
通

『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
も
そ
の
一
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
仏
前
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る

「縁
起
文

板
」
で
、
「
長
三
尺
三
寸
　
広
七
寸
」
と
さ
れ
、
そ
の
名
称
か
ら
み
て
板

に

『
大
仏
殿
碑
文
』
を
記
し
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
大
安
寺
の
金
堂
の
仏

前
、
つ
ま
り
本
尊
の
前
に
も

「縁
起
簡
板
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ

っ
て

東
大
寺
と
同
じ
よ
う
に
、
お
そ
ら
く

『
大
安
寺
碑
文
』
や

『
大
安
寺
資
財

帳
』
に
み
え
る
よ
う
な
縁
起
文
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方

は
、
「
長
四
尺
六
寸
　
弘
二
尺
余
」
と
あ
っ
て
、
東
大
寺
の
も
の
よ
り
二

倍
ほ
ど
大
き
い
。
東
大
寺
の
方
は

「仏
前
右
方
之
柱
下
」
に
あ
っ
て
障
子

の
よ
う
に
立
て
あ

っ
た
と
い
う
。
だ
と
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
板
を
た
て
に

使
用
し
て
縁
起
文
を
記
し
た
も
の
で
、
長
大
な
木
簡

の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
現
在
平
城
官
跡
な
ど
で
出
上
し
て
い
る
木
筒
は
長
さ

一
尺
計
後
の
も

の
が
多
く
、
二
尺
を
こ
え
る
も
の
は
少
い
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
す
る

と
、
寺
院
の
金
堂
仏
前
に
は
そ
の
寺
の
縁
起
文
を
記
し
た
長
大
な
木
筒
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
も
し
発
掘
調
査
で
み
つ
か
れ
ば
さ
ぞ
興
味
深
い
も

の
で
あ
ろ
う
。　
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